
議
員
提
出
第
三
十
九
号
議
案

政
府
に
対
し
万
全
の
危
機
管
理
体
制
構
築
を
求
め
る
意
見
書

去
る
十
一
月
二
十
三
日
に
北
朝
鮮
に
よ
る
韓
国
の
延
坪
島
に
対
し
て
無
差
別
と
も
い
え
る
卑
劣
な
砲
撃
が

行
わ
れ
た
。

本
県
議
会
は
、
こ
の
よ
う
な
断
じ
て
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
暴
挙
に
至
っ
た
北
朝
鮮
に
対
し
、
強
く
非
難

す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
軍
事
的
な
挑
発
行
為
を
放
棄
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
の
砲
撃
は
、
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
重
大
な
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
わ

が
国
の
周
辺
事
態
に
も
発
展
し
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
関
係
閣
僚
会
議
は
砲
撃
発
生
か
ら
六
時
間
以
上
経
過
し
て
か
ら
行
わ
れ
、
国
防
に
関
す

る
重
大
緊
急
事
態
へ
の
対
処
に
つ
い
て
審
議
す
る
安
全
保
障
会
議
は
開
か
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
危
機
意
識
の
薄
い
政
府
の
対
応
に
対
し
、
県
民
は
不
信
と
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

一
方
、
地
方
自
治
体
は
周
辺
事
態
が
発
生
す
れ
ば
、
周
辺
事
態
法
に
基
づ
き
関
係
行
政
機
関
の
求
め
に
応

じ
港
湾
・
空
港
の
使
用
等
、
国
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
国
家
の
危
機
管
理
は
国
と
地
方
自
治
体

が
有
機
的
に
連
携
・
協
力
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
司
令
塔
で
あ
る
内
閣
は
、
常
に
危
機
管
理
意

識
を
持
っ
て
体
制
を
備
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
わ
が
国
の
平
和
・
安
全
・
領
土
を
守
る
万
全
の
危
機
管
理
体
制
を
構
築

す
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
三
十
日
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